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研究成果の概要（和文）：　我々が開発した教材を用いた教育効果と自己管理能力向上による行動変容への影響につい
て検討した。
　対象は、沖縄県在住の調査開始時小学３・４年生で同意が得られた者とした。生活習慣と口腔状況などを調査し、対
象を従来の学校保健教育を受ける群、従来の学校保健教育に加えてブラッシング指導を受ける群と問題解決型健康教育
＋ブラッシング指導を受ける群に分け、３年間のコホート研究を行った。
　その結果、自己管理能力は健康教育群にスコアの向上がみられ、「宿題を早めにする」などとの行動変容と自己管理
能力に有意な関連がみられた。以上から開発した教材は自己管理力向上に有効であり、歯科定期受診推進に寄与するこ
とが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We determined the effects of educational program employing the newly developed 
teaching materials on behavioral modification through developing self-management ability.
Grade Ⅲ and Ⅳ students, 371 subjects in Okinawa island, participated in this study. We investigated 
lifestyle and oral health status and classified them into 3 groups utilizing 3 types of health education 
respectively, and performed a cohort study for 3 years.
Our results showed increase of the score found in only the health education group for improving the 
self-management ability, and the significant relation was determined: the self-management ability as 
behavioral modification was found and etc. i.e. the item of “homework rather early complete". Therefore 
our teaching materials were effective in improving the self-management ability, and it was suggested that 
this result contributes to regular dental check-up promotion.

研究分野： 口腔衛生
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１．研究開始当初の背景 
2011 年８月に成立した歯科口腔保健の

推進に関する法律では、定期な歯科健診な
どを行い歯科口腔保健に努めることが国及
び公共団体の責務となった。口腔保健史上
大きな進歩である。また、定期検診および
必要に応じた歯科保健指導を受けることが
国民の責務となった。これらの行動は、う
蝕や歯周病だけなく生活習慣病全般の予防
にも通じるが、保健行動科学研究の乏しい
我が国では、歯科保健行動の動機づけ研究
は非常に少ない。 
 研究代表者らの成人の生活習慣病予防ヘ
ルスプロモーション研究では、認知レベル
は改善するものの行動の改善は難しいと報
告した①。これを支持する報告も見られ、
「生活習慣の定着した成人では、ヘルスプ
ロモーションの効果は限られるため、ヘル
スプロモーションは小児期から実施すべ
き」との仮説を得るに至った。そこで研究
代表者らは、小児のヘルスプロモーション
研究を行い、従来の講話型教育に代えて、
小児用に簡便化した形成的健康教育・PBL 
(Problem Based Learning)が歯科受診率を
向上させると報告した②③。 
Global goal for oral health 2020 によ

れば、各国・地域の状況にあった口腔保健
の数値目標設定が必須である。研究代表者
らは全国３地域で、小児期に生活習慣病予
防活動を行うべく基礎調査を行ったが、地
域により口腔状況、保健行動や親の関心度
などに大きな差がみられた。すなわち小児
のヘルスプロモーションを成功させるには、
各地域に適した目標値の設定と活動の評価
が必要と結論した。しかし WHO は、その設
定法や評価法は示していない。ヘルスプロ
モ ー シ ョ ン を 実 施 す る 際 に は 、
PRECEDE-PROCEED Model が勧められている。
研究代表者らが行ってきた一連の研究によ
り「活動施策・組織の事前評価」までは終
了している。 
 
２．研究の目的 
研究代表者らはこれまでの疫学的研究か

ら健康の概念の理解および定期的検診推進
のためのプログラムを開発し、前述のように
効果的であることを明らかにした。このプロ
グラムを更に改善・普遍化し、全国展開する
には、現プログラム効果の優れた評価法の開
発も不可欠である。そこで本研究では、再評
価を使った継続的で全ての地域で運用可能
な「小児期からの健康増進プログラム」の形
成的開発を目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）対象 
沖縄県某市と神奈川県某市在住の調査１

年目現在小学３年生と４年生を調査対象と
し、分析対象は調査初年度から３年間調査に
参加した 909 名とした。地域差が見られたこ

とから、全調査対象から沖縄県某市在住の小
学３年生 434 名と４年生 371 名を抽出し、分
析対象を調査１年目から３年間調査に参加
の同意が得られた 370 名とし、詳細に検討し
た。 
 
（２）調査方法 
調査期間は平成 19 年度～平成 25 年度で、

各学校で３年間のコホート研究を行った。  
 質問票を用いて、生活習慣、生活環境、歯
科予防行動、健康知識、自己管理能力（自己
管理スキルスコア）などについて調査した。
調査１年目は歯科健診前と健康教育後に行
い、調査３年目は歯科健診前に行った。歯科
健診はカッパ値の良好な検査者５名で学校
健康診断の時期に合わせて、df 、DMF、OHI-S、
PMA について毎年行った。  
 
（３）健康教育の方法 
 齲蝕と歯肉炎は食生活や健康行動等が関
与する生活習慣病であり、罹患率の高い生活
習慣病でもある。そこで、我々はこれらの歯
科疾患を教材とした「健康知識と健康行動の
実践力が身につく生活習慣病予防ための教
育プログラム開発」を目的として、コーチン
グを取り入れた問題解決型健康教育の教材
を作成した。   
 対象を無作為に従来の学校保健教育を受
ける群（従来群）、従来の学校保健教育に加
えてブラッシング指導を受ける群（ブラッシ
ング指導群）と問題解決型健康教育＋ブラッ
シング指導を受ける群（健康教育群）に分け
た。ブラッシング指導群と健康教育群の介入
時には、１グループ７人程度とし、１グルー
プあたり１人の歯科衛生士が教育を担当し、
実施時期は歯科健診後夏期休暇前とした。 
 
（４）統計解析 
 統計解析には Wilcoxon の符号付き順位検
定を用いた。 
 

４．研究成果 
（１）健康教育前後の変化 
教育前後での口腔状況、歯科予防行動およ

び自己管理能力の変化を分析した結果、dD 歯
数、OHI-S と PMA は従来群と健康教育群とも
に改善がみられた（p＜0.01）が、自己管理
能力は従来群で有意にスコアの低下がみら
れ（p＜0.05）、健康教育群で有意な向上がみ
られた（p＜0.01）。 
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（２）行動変容への影響 
行動変容に影響を与える要因を検討する

ため、生活環境と健康習慣因子、自己管理ス
キルスコアを投入し、ロジスティック回帰分
析を行った。その結果、「宿題を早めにする」
との行動変容に対し、各群で自己管理スキル
スコアが有意に関連した（p＜0.05）。「遊ん
だあとの片づけをする」に対しては、従来群
と健康教育群で自己管理スキルスコアに有
意な関連がみられた（p＜0.05）。 
 

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

う蝕未処置歯 2.11 2.56 0.32 1.71 1.90 2.11

OHI-S 1.61 0.67 1.27 0.43 1.92 0.72

PMA　Index 8.90 7.09 4.80 4.60 9.88 7.07

自己管理スキルスコア 29.24 3.74 29.16 3.36 27.10 3.61

う蝕未処置歯 0.93 1.83 0.48 1.56 0.78 1.59

OHI-S 1.38 0.68 1.03 0.65 1.36 0.75

PMA　Index 6.16 5.78 4.98 5.34 6.47 6.16

自己管理スキルスコア 28.21 4.74 31.18 4.92 28.95 4.50

従来群N=180 ブラッシング指導群N=44 健康教育群N=146

１年目

３年目

調査年 項　目

１年目 ３年目

う蝕未処置歯 1.00 0.00 p<0.01

OHI-S 1.66 1.33 p<0.01

PMA　Index 7.00 4.00 p<0.01

う蝕未処置歯 0.00 0.00 n.s.

OHI-S 1.17 1.00 n.s.

PMA　Index 3.50 4.00 n.s.

う蝕未処置歯 1.00 0.00 p<0.01

OHI-S 1.84 1.33 p<0.01

PMA　Index 8.00 5.00 p<0.01
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（３）まとめ 
以上の結果から地域差があるものの、問題

解決型学習は自己管理力向上に有効であり、
自己管理力向上は生活習慣の改善に影響が
あることが明らかとなった。 
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従来群 自己管理能力 0.01＞ 1.16

ブラッシング指導群 自己管理能力 0.05＞ 1.19

健康教育群 自己管理能力 0.01＞ 1.19

従来群 自己管理能力 0.01＞ 1.12

ブラッシング指導群 自己管理能力 0.05＜ 1.18

健康教育群 自己管理能力 0.01＞ 1.18

「宿題を早めにすます」
改善の有無

「遊んだあとの片づけをする」
改善の有無

投入した因子： 仕上磨き、 １日の食後歯磨き回数（カテゴリー）、 出生順位、性別 、朝食習
慣、自己管理能力

二項ロジスティック回帰分析結果

目的変数  因 子 p 値 オッズ比群 名


